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地震発生
そのときアナタはどうしますか…
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大口町で想定される地震とは？
地震発生 そのときどうする？

Be Ambitious 仙田 将康さん（下小口）

P6憩い・学ぶ・働く 憩いの四季

P11平成 23年度 当初予算

P7みんなで投票しよう
大口町コミュニティバス 愛称＆キャラクター

毎週日曜日は野球！

「裁断橋と満開の桜」
今年も多くの人が訪れた五条川の桜並木。堀尾
跡公園も花見の人で賑わいました。

大口町は、平成24年に町制50周年を迎えます

昔も現在
い ま

も未来もずっと
愛があふれる みんなの大口



日 月 火 水 木 金 土
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柳瀬医院

さくら総合病院 山田外科内科

すずいクリニック

・子育て相談室（19）
・親子ふれあい広場（30）

・10か月児健診（19）
・歩く健康のつどい（19）
・しなやかお達者の会豊田（19）

さくら総合病院
伊藤整形・内科あいち
腰痛オペクリニック

・3歳児健診（19）
・母子健康手帳交付説明会（19）
・南・中・西・北

保育園庭開放（25）
・心配ごと相談（28）

かつし家庭医療医院

さくら総合病院

・歩く健康のつどい（19）
・しなやかお達者の会豊田（19）

・南・中保育園庭開放（25）・4か月児健診（19）
・家庭児童相談（28）
・登記相談（28）
・心配ごと相談（28）

・生ポリオワクチン（16）
・健康相談（19）
・口腔相談（19）
・ひだまりの会（19）
・西・北保育園庭開放（25）

・本・雑誌の大リサイクル（27）

・歯科健診（19）
・らくらく離乳食教室（19）
・心配ごと相談（28）
・多重債務者相談（28）

・生ポリオワクチン（16）
・健康相談（19）
・口腔相談（19）

・1歳6か月児健診（19）
・しなやかお達者の会余野（19）
・消費生活相談（28）
・ワークセンター説明会（30）

・子育て相談室（19）
・親子ふれあい広場（30）

・普通救命講習会（14）・母子健康手帳交付説明会（19）
・法律相談（28）
・成年後見相談（29）

・ＢＣＧ（16）
・健康相談（19）
・口腔相談（19）
・ひだまりの会（19）

・健康相談（19）
・口腔相談（19）
・心配ごと相談（28）
・さくら大学（29）

・しなやかお達者の会余野（19）

・マスコット教室（29）

・元気なまちづくり事業
公開プレゼンテーション（30）

2011年5月
MayMay

2011年5月

休休
日日
診診
療療

診
療
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
２
時
か
ら
５
時

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（
夜
間
）

蘂
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

NO.627

※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 27日（金）午後7時まで
開設 1日（日）、29日（日）午前10時から午後2時

●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（1期）
●介護保険料（1期）

納期限：5月31日（火）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

11日（水）
25日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

5月1日 さくら総合病院 95-6711

3日 伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック 92-3388

4日 さくら総合病院 95-6711

5日 山田外科内科 93-5533

8日 すずいクリニック 96-1114

15日 柳瀬医院 93-5858

22日 かつし家庭医療医院 92-3320

29日 さくら総合病院 95-6711

6月5日 佐野医院 95-3179



地震発生地震発生。。そそのの時時アアナナタタはは

大口大口町町でで想想定定さされれるる地地震震ととはは？？

皆皆ささんんのの安安全全をを守守るる『『緊緊急急地震速報』地震速報』

大大切切ななここととはは、、「地震への「地震への備備え」え」

緊急特集緊急特集緊急特集

発生地震
そのときアナタはどうしますか…そのときアナタはどうしますか…そのときアナタはどうしますか…

新潟県中越沖地震により発生した道路の
地割れ（新潟県柏崎市内）

地震発生。その時アナタは

大口町で想定される地震とは？

皆さんの安全を守る『緊急地震速報』

大切なことは、「地震への備え」
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世
界
有
数
の
地
震
大
国
と
い
わ
れ
て

い
る
日
本
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で

連
日
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
３
月
１１

日
に
は
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
の
大
地
震
と
、
そ
れ
に
伴
う

大
津
波
が
発
生
し
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
な
ど
三
陸
沿
岸
の
集
落
で
は
壊
滅
的

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
余

震
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
も
、
平
成
７
年
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
平
成
１６
年

の
新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
１９
年
の
新
潟

県
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

大
地
震
、
そ
の
と
き
ア
ナ
タ
は
ど
う

し
ま
す
か
？

◆家の中
揺れを感じたら、テーブル等の下に隠れ、身を守
りましょう。火の始末はすみやかにおこないまし
ょう。

◆運転中
ハンドルをしっかりと握り、徐々にスピードを落
とし、道路の左側に止めエンジンを切リましょう。
キーはつけたまま、ドアロックもしない。車検証
などの貴重品を忘れずに持ち出し、徒歩で避難を
しましょう。

◆路上
窓ガラスや看板等の落下物からカバン等で頭を保
護し、空き地や公園等に避難しましょう。ブロッ
ク塀や自動販売機などには近づかないようにしま
しょう。

◆スーパー
カバン等で頭を保護し、ショーウィンドウや商品
等から離れる。係員の指示を聞き、落ち着いた行
動を取りましょう。避難にエレベーターは絶対使
わない。

地震発生地震発生。。そそののととききアアナナタタはは地震発生。そのときアナタは



緊急地震速報とは、地震の発生直後に、震源に近い地震計
でとらえた観測データを解析して最大震度5弱以上と推定
した地震の際に、強い揺れ（震度4以上）の地域や到着時刻
等を予測し、可能な限り素早く知らせる地震動の予報およ
び警報です。しかし、状況によっては揺れに間に合わない場
合や、震源・震度等の精度が十分でない場合があります。ま
た、ノイズ（雷や事故など）により誤報が発信される恐れが
あるなど、技術の限界があります。町内においても揺れが観
測されないこともありますが、テレビ等の地震情報には十
分注意してください。
大口町では地震の発生に備えて、全国瞬時警報システム

を利用して緊急地震速報を伝達します。このシステムは、
右の図のように人工衛星を利用して自動的に戸別受信機
（広報無線機）および屋外スピーカー（各学校および中央公
民館、大口町屋内運動場）から放送するものです。戸別受信
機を備えていない家庭においては、町民安全課で貸与して
いますので申請をお願いします。
大きな揺れが発生するまで、わずかな時間しかありませ

ん。事前の対策（家屋の耐震化、家具転倒防止等）をしまし
ょう。
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幸
い
に
も
大
口
町
で
は
、
大
き
な
被
害

を
受
け
る
よ
う
な
地
震
は
近
年
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
今
後
も

発
生
し
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

い
く
つ
か
の
大
規
模
地
震
の
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
私
た
ち
の
住

む
こ
の
大
口
町
で
今
後
想
定
さ
れ
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
地
震
で
し
ょ
う
か
。

▽
活
断
層
（
養
老
―
桑
名
―
四
日
市
断
層

帯
）
に
よ
る
地
震

養
老
―
桑
名
―
四
日
市
断
層
帯
は
、
養

老
山
脈
の
東
山
麓
を
ほ
ぼ
南
北
に
向
か
っ

て
の
び
る
全
長
約
６０
㎞
の
活
断
層
で
す
。

今
後
の
３０
年
間
で
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
１
％
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

断
層
に
よ
る
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
大

口
町
内
で
は
最
大
で
震
度
５
強
の
揺
れ
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

▽
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震

静
岡
県
か
ら
愛
知
県
の
沖
合
に
あ
る
プ

レ
ー
ト
境
界
で
、
近
い
将
来
に
東
海
地
震

や
東
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
地
震
が

発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
、
大
口
町
内

で
は
最
大
で
震
度
５
強
の
揺
れ
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
大
口
町
は
、「
東
南
海
・
南
海
地

震
防
災
対
策
推
進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
危
険
性
が
高

い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

TOPICS―

大口町が被害を受けた大規模地震

明治24年10月28日に発生した濃
尾大地震では、大口町（当時は太田
村、小口村、富成村）も死者6名、負
傷者17名、建物の全壊623戸など、
甚大な被害を受けました。この地震
の最大震度は『6』で、余震は880回
あまりであったといわれています。
（出典 大口町史）

広報無線
〈防災行政無線〉

P波

人工衛星

気象庁
消防庁

大口町役場
センサー

S波

震源地

皆さんの安全を守る皆さんの安全を守る
『緊急地震速報』　　　　　『緊急地震速報』

皆さんの安全を守る
『緊急地震速報』



①
水
・
食
料
等
の
備
蓄

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
復
旧
す
る
の

に
、
最
低
３
日
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
３
日
分
以
上
の
飲
料
・
食
料
等
を
備

蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
町
内
会
行
事
へ
の
参
加

大
き
な
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
や
警

察
、
役
場
に
よ
る
救
援
活
動
が
す
ぐ
に
お

こ
な
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
隣
近
所

で
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

積
極
的
に
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
し
ま

し
ょ
う
。

③
防
災
訓
練
へ
の
参
加

防
災
訓
練
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に

立
ち
ま
す
。
町
や
地
域
等
で
お
こ
な
わ
れ

る
防
災
訓
練
や
、
丹
羽
消
防
署
の
普
通
救

命
講
習
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

④
自
主
防
災
組
織
活
動
へ
の
参
加

自
主
防
災
組
織
は
、
近
所
の
人
た
ち
と

協
力
し
合
い
、「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
ろ
う
」
と
い
う
自
発
的
な
防
災
組
織

で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
参
加
し
、

災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
家
庭
で
防
災
会
議

お
互
い
の
連
絡
方
法
や
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
ど
こ
の
避
難
所
に
集
合
す
る
か
を

話
し
合
い
、
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
町
内
の
避
難
所

▼
大
口
南
小
学
校

▼
大
口
北
小
学
校

▼
大
口
西
小
学
校

▼
大
口
中
学
校

▼
大
口
町
屋
内
運
動
場
（
旧
北
小
学
校
体

育
館
）

▼
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

▼
町
民
会
館

●
家
具
転
倒
防
止
等
対
策
補
助

大
口
町
で
は
地
震
発
生
に
備
え
、
家
具

転
倒
防
止
等
の
対
策
を
さ
れ
た
方
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

役
場

町
民
安
全
課

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
１
１

●
無
料
耐
震
診
断

大
口
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
命
の
安
全

確
保
の
た
め
、
県
と
協
力
し
て
住
宅
の
耐

震
診
断
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
わ

が
家
の
簡
易
耐
震
診
断
票
に
記
入
の
上
、

都
市
整
備
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

都
市
整
備
課

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
７
３
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1.地震発生0分～2分【まずは自分の身を守る】
転倒の恐れのある家具等から離れ、机等の下に身を
隠してください。あわてて外に飛び出さないこと！

2.地震発生直後【出火の防止・脱出口の確保】
ガスの元栓を閉め、家電等のコンセントを抜いてく
ださい。もし出火してしまったら、落ち着いて初期
消火。ドア・窓を開けて脱出口を確保してください。

3.地震発生から3日【安全確認・避難、協力】
家族の安全確保をし、状況によっては徒歩で避難し
てください。また、隣近所に声をかけ、けが人の救
出・救護、消火活動にあたってください。3日ほど
は、備蓄しておいた食料でしのぎます。デマに注意
し、正しい情報をつかむ努力を。

4.地震発生から4日以降【生活の維持と回復】
4日目以降も余震に注意し、情報の収集にあたりま
す。また、隣近所や救援活動に協力し、復旧に向
けて活動してください。

災
害
対
策
に
は
、

補
助
制
度
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

NTT災害用伝言ダイヤル

●伝言の録音方法

●伝言の再生方法
被災地の方はご自宅の番号を、被災地以外の方は被災地の方の番号を入力してください。

安否確認などの連絡に家族間や知人間などの連絡に活用できます。

↓

↓

↓

東日本大震災
「広がる支援の輪」

●大口町では、この度の大震災につき、共同募金委員
会と日本赤十字社にて、町内公共施設10か所に募
金箱を設置し、義援金を募集しています。4月1日
現在、合わせて1,598万3,191円の義援金が寄せら
れています。
また、桜まつりのライトアップを中止した費用
相当額300万円を義援金として東北3県および釜
石市へ届けるほか、支援物資として町の備蓄品の
中から、乾燥米飯1,500食、缶詰パン504食、ク
ラッカー1,750食を提供しました。

●3月17日から31日まで、丹羽青年会議所と災害救
援ボランティアおよび大口町が、大口町屋内運動
場（旧北小学校体育館）で支援物資の受け入れを
おこないました。皆様の善意により、缶詰1,862
個、紙オムツ1,470袋、トイレットペーパー1万
3,506ロール、乾電池1,473本など総計2万7,859
個の支援物資が集まりました。お預かりした支援
物資は、3月19日、24日、29日、4月下旬にすべて
被災地にお届けしました。多くの温かいご支援ご
協力ありがとうございました。
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五条川

5月31日（火）まで

健康遊具公園・自販機コーナー・障がい者用トイレ（館内2か所）など
館内はバリアフリーです。

その他
施設

憩い憩い憩い
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広
報
３
月
号
で
、
皆
さ
ん
に
投
票
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
投
票
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

決
定
し
た
、
作
者
の
お
名
前
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク

駒
井

瞭
さ
ん
（
７６
歳

大
阪
府
）

次
点

水
谷
惠
子
さ
ん

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

能
田
万
史
さ
ん
（
１５
歳

大
口
町
）

次
点

小
寺
光
雄
さ
ん

今
後
様
々
な
方
法
・
場
面
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

５０
周
年
記
念
事
業
事
務
局

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
８
６

平
成
２３
年
４
月
よ
り
障
害
基
礎
年
金
の

子
加
算
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
障

害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用
に
つ
い
て

も
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
は
児
童
が
障
害
基
礎
年

金
の
子
加
算
の
対
象
で
あ
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
２３
年
４
月
以
降
は

児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
額
を
上
回
る
場
合
に
お
い
て
は
、
年

金
受
給
者
と
児
童
の
間
に
生
計
維
持
関
係

が
な
い
も
の
と
し
て
取
扱
い
、
子
加
算
の

対
象
と
し
な
い
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課

蘂
９４
ー

１
２
２
２

平成23年5月号10

決
定
し
ま
し
た
！

町
制
５０
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
＆
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用
見
直
し
に
伴
う

児
童
扶
養
手
当
手
続
き
に
つ
い
て

昔
も
現
在
い

ま

も
未
来
も
ず
っ
と

愛
が
あ
ふ
れ
る

み
ん
な
の
大
口

平
成
２３
年
度

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
の
改
正
に
つ
い
て

医療分 改正前 改正後
限度額 47万円 51万円
所得割 4.0％ 4.0％
資産割 10.0％ 10.0％
被保険者均等割 2万4,000円 2万4,000円
世帯別平等割 2万4,000円 2万4,000円

後期高齢者支援分 改正前 改正後
限度額 12万円 14万円
所得割 1.3％ 1.5％
資産割 5.0％ 5.0％
被保険者均等割 7,800円 7,800円
世帯別平等割 7,200円 7,200円

介護分 改正前 改正後
限度額 10万円 12万円
所得割 0.9％ 1.1％
資産割 5.0％ 5.0％
被保険者均等割 7,800円 7,800円
世帯別平等割 6,000円 7,200円

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
に
つ
い

て
、
平
成
２３
年
度
か
ら
左
記
の
と
お
り
改

正
し
ま
す
。

※
印
が
改
正
部
分
で
す
。

問
合
せ
先

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
５
３

※

※

※

※

※

※

国
民
健
康
保
険
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
前
年
の
総
所

得
金
額
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
第
１

期
、
第
２
期
に
つ
い
て
は
前
年
度
の
年
税

額
の
１０
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
、
暫
定

的
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
仮
算
定
）

現
金
で
納
付
さ
れ
る
方
に
は
、
第
１
期
、

第
２
期
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
発
送
は

５
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

※
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
の

仮
算
定
通
知
書
は
、
４
月
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
５
３

平
成
２３
年
度

国
民
健
康
保
険
仮
算
定
に
つ
い
て
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会 計 23年度 22年度 増減額 増減率
一般会計

合 計

特別会計
土地取得特別会計

国際交流事業特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落家庭排水事業特別会計

社本育英事業特別会計

93億 6,000 万円

39億 2,158 万円

20万円

561万円

20億 5,350 万円

1億 7,242 万円

7億 9,650 万円

8億 6,425 万円

2,376 万円

534 万円

132億8,158万円

73億円

37億 9,526 万円

21万円

76万円

19億 1,150 万円

111 万円

1億 7,413 万円

8億 9,720 万円

7億 8,024 万円

2,431 万円

580 万円

110億9,526万円

20億 6,000 万円

1億 2,632 万円

▲ 1万円

485万円

1億 4,200 万円

▲ 111万円

▲171万円

▲ 1億 70万円

8,401 万円

▲ 55万円

▲ 46万円

21億 8,632万円

5,781 万円
142 万円
1,720 万円
275 万円
2,610 万円
40万円

3,960 万円
449 万円
5,500 万円

22億 9,340 万円

28.2％

3.3％

▲ 4.8％

638.2％

7.4％

皆減

▲ 1.0％

▲ 11.2％

10.8％

▲ 2.3％

▲ 7.9％

19.7％

会計別予算規模会計別予算規模会計別予算規模

主な新しい取り組み主な新しい取り組み等等主な新しい取り組み等

平成23年度

当初予算当初予算
平成　平成2323年度当初予算は、年度当初予算は、限られた税や人材、限られた税や人材、
能力を最大限に活かし、先人から引き継がれて能力を最大限に活かし、先人から引き継がれて
きた大口町を堅実な財政運営で守り、次世代きた大口町を堅実な財政運営で守り、次世代
に引き継ぐことを目指して編成しました。に引き継ぐことを目指して編成しました。
23　23年度の年度の新規事業等、主な取り組みは次のと新規事業等、主な取り組みは次のと
おりです。おりです。

平成23年度当初予算は、限られた税や人材、
能力を最大限に活かし、先人から引き継がれて
きた大口町を堅実な財政運営で守り、次世代
に引き継ぐことを目指して編成しました。
23年度の新規事業等、主な取り組みは次のと
おりです。

予算編成にあたって予算編成にあたって予算編成にあたって

学校給食費の半額公費負担
防犯灯増設およびＬＥＤ化
精神障がい者医療費助成の拡大
幼稚園児等の主食代相当分補助
ワクチン接種事業
農力造進事業化研究
秋田西郷前地内公園用地購入
コンビニ収納対応
明日のまちづくり基金積立金
南小学校建設工事

※1
※2
3
※4
5
※6
7
8
★9
※10

印は、町長マニュ
フェスト関連施策
です。
町長給与30％減額
分（500万円）と職
員手当（地域手当）
の廃止による減額
分（5,000万円）を
基金に積み立てま
す。

※

★

森町長

新生大口南小学校 イメージ図新生大口南小学校　イメージ図新生大口南小学校 イメージ図

※老人保健特別会計は、H22年度末で廃止

平成23年度 当初予算平成23年度 当初予算
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会 計 23年度 22年度 増減額 増減率

主な増減要因主な増減要因主な増減要因

歳入（一般会計）

使用料および手数料
国庫支出金
県支出金
繰入金
町債

道路占用料改正に伴う減額
南小学校の整備事業に伴う増額
介護基盤整備事業に伴う増額
南小学校の整備事業に伴う増額
南小学校の整備事業に伴う増額

▲ 259万円
2億 4,375 万円

4,375 万円
5億 2,000 万円

10億円

町税

地方譲与税

各種交付金等

地方交付税

分担金および負担金

使用料および手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入等

町債

合計

47億 8,279 万円

9,270 万円

4億 3,220 万円

1,100 万円

1億 500万円

5,537 万円

8億 5,195 万円

4億 602万円

13億 2,495 万円

2億 9,802 万円

10億円

93億 6,000 万円

2億 9,582 万円

▲ 630万円

▲ 3,272 万円

700 万円

▲ 57万円

▲ 514万円

2億 6,020 万円

4,500 万円

6億 391 万円

▲ 720万円

9億円

20億 6,000 万円

6.6％

▲ 6.4％

▲ 7.0％

175.0％

▲ 0.5％

▲ 8.5％

44.0％

12.5％

83.8％

▲ 2.4％

900.0％

28.2％

44 億 8,697 万円

9,900 万円

4億 6,492 万円

400万円

1億 557万円

6,051 万円

5億 9,175 万円

3億 6,102 万円

7億 2,104 万円

3億 522万円

1億円

73億円

歳入（一般会計）構成比

町税
51.1％

繰入金
14.2％

自主
財源

70.2％

依存
財源

29.8％町債
10.7％

分担金および負担金 1.1％

諸収入等 3.2％

使用料および手数料 0.6％

県支出金 4.3％

地方譲与税 1.0％

地方交付税 0.1％

各種交付金等 4.6％

国庫支出金 9.1％

平成23年度 当初予算平成23年度 当初予算
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会 計 23年度 22年度 増減額 増減率

主な増減要因主な増減要因主な増減要因

歳出（一般会計）

議会費
総務費
民生費
衛生費

農業費
土木費

教育費

3,421 万円
▲ 1億 7,496 万円

4,375 万円

525 万円
781 万円
846 万円
458 万円

▲ 2,928 万円

2,000 万円
3,960 万円

22億 9,340 万円

議会年金廃止に伴う共済費の増額
庁舎耐震補強工事の完了による減額
介護基盤整備事業に伴う増額
ワクチン接種事業の拡充による増額
ヒブワクチン
小児用肺炎球菌ワクチン
子宮頸がん予防ワクチン
高齢者肺炎球菌ワクチン

国の用水路改修事業負担金の支払い完了に伴う減額
公園整備に伴う増額
余野 1号公園整備
夢キャンバス用地購入

南小学校の整備事業に伴う増額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農業費

商工費

土木費

消防費

教育費

その他

合計

1億 5,506 万円

10億 2,692 万円

23億 4,030 万円

7億 2,716 万円

3,985 万円

1億 661 万円

1億 2,490 万円

10億 4,295 万円

3億 6,450 万円

32億 32万円

2億 3,143 万円

93億 6,000 万円

3,221 万円

▲ 1億 9,728 万円

1億 7,146 万円

4,940 万円

300 万円

▲ 2,437 万円

▲ 5,322 万円

9,761 万円

▲ 779万円

19億 8,474 万円

424 万円

20億 6,000 万円

26.2％

▲ 16.1％

7.9％

7.3％

8.1％

▲ 18.6％

▲ 29.9％

10.3％

▲ 2.1％

163.3％

1.9％

28.2％

1億 2,285 万円

12億 2,420 万円

21億 6,884 万円

6億 7,776 万円

3,685 万円

1億 3,098 万円

1億 7,812 万円

9億 4,534 万円

3億 7,229 万円

12億 1,558 万円

2億 2,719 万円

73億円

その他 2.5％

歳出（一般会計）構成比

議会費 1.7％

総務費
11.0％

民生費
25.0％

衛生費
7.8％ 労働費 0.4％

農業費 1.1％

商工費 1.3％

土木費
11.1％

教育費
34.2％

消防費 3.9％

平成23年度 当初予算平成23年度 当初予算
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
目
前
、
家
族
そ

ろ
っ
て
観
光
地
へ
出
か
け
る
計
画
を
立
て

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？お

出
か
け
前
や
外
出
先
で
は
、
次
の
事

に
注
意
し
、
火
災
予
防
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

①
お
出
か
け
前
の
注
意
事
項

▽
ガ
ス
器
具
等
の
使
用
を
確
認
し
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

▽
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
充
電
器
等
必
要
な
い
電

気
製
品
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。

▽
灰
皿
の
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、
完
全
に

消
え
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
留
守
中
の
放
火
対
策
と
し
て
、
家
の
周

囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
な
ど

整
理
整
頓
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
屋
外
で
の
注
意
事
項

▽
た
ば
こ
は
灰
皿
が
あ
る
と
こ
ろ
で
吸
い

ま
し
ょ
う
。
外
出
時
は
携
帯
灰
皿
を
持

参
し
、
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ

う
。

▽
紙
く
ず
な
ど
の
ゴ
ミ
類
は
、
火
災
の
発

生
、
延
焼
拡
大
の
原
因
と
な
る
た
め
、

各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

▽
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
た
き
火
を
す
る
際
は
、

近
く
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
火
が
拡
大

し
た
時
は
、
す
ぐ
に
消
火
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
の
取
扱
い
に
つ
い

てバ
ー
ベ
キ
ュ
ー
時
に
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
「
ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
」
で
や
け
ど

を
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
は
消
防
法
上
、
可

燃
性
固
体
と
し
て
危
険
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
徴

▽
揮
発
性
が
大
き
く
、
引
火
し
や
す
い
。

▽
明
る
い
場
所
で
は
炎
が
見
え
に
く
い
。

▽
揮
発
し
た
ガ
ス
が
空
気
と
混
合
す
る
と

爆
発
性
混
合
ガ
ス
を
作
り
や
す
い
。

使
用
上
の
注
意

▽
一
度
火
を
つ
け
た
ら
着
火
剤
の
つ
ぎ
た

し
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
火
気
の
近
く
で
着
火
剤
の
キ
ャ
ッ
プ
を

開
け
た
ま
ま
放
置
し
な
い
こ
と
。

▽
揮
発
し
た
ガ
ス
は
想
像
以
上
に
拡
散
し

炎
が
広
範
囲
に
広
が
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
着
火
剤
に
火
を
つ
け
る
と
き
は
十

分
安
全
な
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
１
１
９
番
通
報
す
る
時
の
注
意
事
項

外
出
先
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
１
１

９
番
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
知
ら
な
い
場
所
等
で
、
場
所
が
伝
え
ら

れ
な
い
時
は
、
近
く
に
地
元
の
方
が
い

れ
ば
協
力
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

▽
地
元
の
方
が
い
な
い
場
合
は
、
か
け
る

前
に
今
い
る
場
所
、
目
標
と
な
る
建
物

等
を
確
認
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

※
ド
リ
ン
ク
等
の
自
動
販
売
機
に
は
そ
の

場
所
の
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

丹
羽
消
防
署
で
は
、
火
災
の
危
険
を
無

く
す
た
め
、
昨
年
の
１１
月
か
ら
町
内
の
田

畑
や
空
き
地
に
枯
草
等
が
放
置
さ
れ
て
い

る
場
所
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
土
地
の
所

有
者
に
対
し
早
急
に
刈
り
取
り
等
の
処
理

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
文
書
で
お
願
い
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月
に
再
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
１
１
９
件
中
、
処
理
さ
れ
た

件
数
は
７２
件
（
６１
％
）。
放
置
さ
れ
て
い
る

場
所
が
４７
件
（
３９
％
）
あ
り
ま
し
た
。

枯
草
は
、
火
災
の
心
配
を
は
じ
め
、
周

辺
の
方
々
に
大
変
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
処
理
の
す
ん
で
い
な
い
方
は
、
適
正
に

処
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

丹
羽
消
防
署

警
防
課

蘂
９５
―

５
１
５
１

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

５
月
２１
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

大
口
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
火
災
予
防

枯
草
調
査
結
果
よ
り
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春
昼
や
転
た
寝
の
夢
忘
れ
け
り

神
谷

さ
ち

花
が
ら
を
摘
み
て
幸
せ
春
の
昼

渡
辺
す
み
子

春
昼
や
猫
の
ん
び
り
と
屋
根
の
上前

田
千
代
子

春
昼
の
沖
を
タ
ン
カ
ー
這
ふ
ご
と
く丹

羽

清
声

己
が
影
杖
と
並
び
て
春
の
昼

酒
井

聖
子

身
を
ま
か
す
回
転
木
馬
春
の
昼

野
田

信
子

春
昼
や
戦
時
を
思
ひ
語
り
合
ふ

佐
竹

悦
子

土
筆
摘
む
土
の
香
り
の
一
握
り

荒
谷
富
美
子

土
筆
摘
む
姉
と
二
人
で
無
我
夢
中田

山
地
美
名

世
界
へ
と
琵
琶
湖
マ
ラ
ソ
ン
春
を
飛
ぶ

宮
下
喜
代
子

捨
て
大
根
茎
立
ち
て
白
き
花
も
て
り丹

羽

壽
子

四
面
よ
り
鉛
筆
音
せ
り
大
試
験

安
藤

亮
子

冴
え
返
り
冴
え
返
り
し
て
覆
い
取
る安

壮

志
保

豚
の
子
や
春
泥
つ
け
て
売
ら
れ
ゆ
く土

川
喜
一
郎

ま
っ
す
ぐ
に
進
む
命
を
輝
か
せ

土
田
千
惠
子

春
よ
来
い
思
い
が
消
え
る
大
津
波長

野

ま
す

コ
ー
ヒ
ー
の
あ
と
好
き
な
茶
で
口
な
お
し

吉
田

雄
亮

気
く
ば
り
の
溢
れ
る
文
へ
目
は
う
る
み

安
藤

久
子

酒
煙
草
家
族
会
議
で
槍
玉
に

平
尾

幸
助

お
水
取
り
や
っ
と
終
わ
っ
て
花
だ
よ
り

日
比
野
文
子

猫
の
恋
二
日
酔
い
ま
で
目
を
覚
ま
し天

野

信
和

と
ろ
箱
に
水
仙
育
て
老
夫
婦

水
野

邦
子

木
蓮
の
花
び
ら
連
ね
流
れ
ゆ
く長

谷
川
す
ゞ
子

鉢
植
ゑ
の
ビ
オ
ラ
一
斉
日
に
向
け
り近

藤

清
子

説
法
の
口
の
達
者
な
涅
槃
僧

大
野

正
子

鶯
へ
口
笛
吹
い
て
返
し
け
り

丹
羽
留
里
子

土
雛
百
年
の
微
笑
湛
へ
ゐ
る

佐
藤
千
志
子

義
援
金
広
が
る
真
木
の
芽
生
え
か
な前

川

立
代

春
星
の
赤
味
を
帯
ぶ
や
余
震
な
ほ土

川

照
恵

端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
企
画
展
を
今

年
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
五
月
人
形
や

段
飾
り
、
土
人
形
の
他
、
昭
和
５０
年
代
の

居
間
を
再
現
し
、
端
午
の
節
句
を
祝
っ
て

い
る
様
子
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
当
時
五

月
飾
り
を
飾
っ
た
方
は
、
懐
か
し
く
感
じ

る
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ
う
）
や
、

陣
羽
織
を
着
て
の
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
、

新
聞
紙
や
折
り
紙
で
で
き
る
工
作
コ
ー
ナ

ー
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家

族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
企
画
展
は
、

６
月
５
日
豸
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

▽
午
前
の
部

午
前
９
時
３０
分
か
ら
正
午

※
受
付
は
午
前
１１
時
３０
分
ま
で

▽
午
後
の
部

午
後
１
時
か
ら
４
時
３０
分

※
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

写
真
撮
影
は
必
ず
大
人
の
方
同
伴
で
、

カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
常
設
展
示
室
の
展
示
替
え
進
行
中
〜

現
在
、
常
設
展
内
に
復
元
し
て
い
る
昭

和
２０
年
代
の
民
家
の
内
装
を
、
昭
和
４０
年

代
の
様
子
に
変
更
中
で
す
。
復
元
に
あ
た

り
、
昭
和
４０
年
代
に
使
用
し
て
い
た
日
用

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
、
昭

和
４０
年
代
の
生
活
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し

ょ
う
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―

０
０
５
５

企
画
展
「
端
午
の
節
句
」

▲写真コーナー



～たばこは対敵！！～

健康おおぐち21 シンボルマーク

たばこのけむり、
あなたは刻々と
発がん物質を
吸いこんでいる！

がん全体
男性1.6倍
女性1.5倍

胃がん
男性1.7倍

乳がん
男性1.9倍

肺がん
男性4.5倍
女性4.2倍

大腸がん
男性1.4倍
女性1.4倍

たばこを吸う人と
吸わない人の
がんへのかかりやすさ

肺がんだけでは
ないんだね

禁煙すれば、いっきに解消！
5月31日5月31日（火）（火）はは「世界禁煙デー」「世界禁煙デー」です。です。5月31日（火）は「世界禁煙デー」です。

http://www.pref.aichi.jp/kenkotaisaku/tobacco/supporters/supporters.html

たばこを吸いたくなったら他の行動を起こしてみよう！
●冷たい水、温かいお茶を飲む ●散歩や体操で体を動かす
●はみがきをする ●深呼吸をしてみる 一定期間の禁煙治療に保険がきくようになりました。

今日からはじめる禁煙法今日からはじめる禁煙法今日からはじめる禁煙法 それでもだめなら
「禁煙外来で」スパッとやめる！「禁煙外来で」スパッとやめる！「禁煙外来で」スパッとやめる！

禁煙治療に保険が適用できる医療機関

日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
５
月
２０
日
貊

平
成
２２
年
７
月
生
ま

れ
・
８
月
生
ま
れ
の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
５
月
２７
日
貊

平
成
２２
年
２
月
生
ま

れ
・
３
月
生
ま
れ
の
乳
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
５
月
１３
日
貊

平
成
２３
年
１
月
生
ま
れ
の
乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
１
時
３０
分

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
時
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

妊
婦
健
康
診
査
を
１４
回
ま
で
公
費
で
補

助
し
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
補
助
対
象
検

査
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
１
抗
体
検
査
と
性
器
ク

ラ
ミ
ジ
ア
感
染
検
査
を
追
加
し
ま
し
た
。

妊
婦
さ
ん
の
健
康
管
理
お
よ
び
安
心
し

て
妊
娠
・
出
産
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
ぜ

ひ
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
母
子
手
帳
発
行
時
に
公
費
補
助
が
受
け

ら
れ
る
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
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集
団
予
防
接
種

妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

朝
市
の
一
番
乗
り
や
茄
子
求
む

丹
羽
壽
子

今
月
の
健
康
川
柳

じ
い
ち
ゃ
ん
の
育
児
ぐ
ず
る
と
マ
マ
を
呼
び

吉
田
雄
亮

子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。



予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
大
口

町
・
扶
桑
町
・
江
南
市
・
犬
山
市
の
実
施
医

療
機
関
に
予
約
後
、
予
診
票
・
母
子
手
帳
を

持
参
し
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
貊
よ
り
、
日
本
脳
炎
予
防
接

種
の
第
一
期
接
種
は
健
康
生
き
が
い
課(

保

健
セ
ン
タ
ー)

へ
の
申
し
込
み
が
不
要
と
な

り
ま
し
た
。

第
１
期
対
象
者

３
歳
以
上
７
歳
半
未
満

の
方

特
例
措
置
者

第
１
期
未
接
種
者
で
９
歳

以
上
１３
歳
未
満
の
方

第
２
期
対
象
者

９
歳
以
上
１３
歳
未
満
の

方
※
第
２
期
予
診
票
は
お
渡
し
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
、

健
康
生
き
が
い
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
第
１
期
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た

方
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

※
現
在
７
歳
半
以
上
９
歳
未
満
の
方
は
、

日
本
脳
炎
の
公
費
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
貊
よ
り
一
時
見
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
が
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

接
種
希
望
者
は
、
医
療
機
関
に
予
約
後
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
予
防
接
種
は
、
効
果
と
副
反
応
を

理
解
し
医
師
と
の
相
談
に
よ
っ
て
本
人
の

意
思
で
お
こ
な
う
「
任
意
予
防
接
種
」
で

す
。予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
で
助
成

し
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
健
康
生
き
が
い
課
窓
口
に
て
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
後
助
成
券
を
発
行
し
ま

す
。

申
請
開
始
日

５
月
２５
日
貉
か
ら

助
成
対
象
者

▽
７５
歳
以
上
の
方

▽
６０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
で
心
臓
・
腎

臓
又
は
呼
吸
器
機
能
に
自
己
の
身
辺
の

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
害
を
有
す
る
方
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

（
身
障
１
級
程
度
）

※
過
去
５
年
以
内
に
接
種
さ
れ
た
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
回
数

１
回

実
施
期
間

６
月
１
日
貉
か
ら
平
成
２４
年

３
月
３１
日
貍
ま
で

助
成
金
額

４
０
０
０
円

※
低
所
得
者(

町
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
世
帯)

に
つ
い
て
は
８
０
０
０
円

(

全
額)

助
成
し
ま
す
。
接
種
す
る
前
に
、

健
康
生
き
が
い
課
窓
口
に
て
申
請
の
手

続
き
が
必
要
で
す
（
ス
タ
ン
プ
式
印
以

外
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

接
種
方
法

大
口
町
・
扶
桑
町
・
江
南

市
・
犬
山
市
の
実
施
医
療
機
関
に
予
約

後
、
助
成
券
、
健
康
保
険
証
を
お
持
ち

の
う
え
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
間
隔
等
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば

健
康
生
き
が
い
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

蘂
９４
ー

０
０
５
１
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予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
で
助
成
し
ま
す

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

小
児
用
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ブ
予
防
接
種

の
再
開
に
つ
い
て

（前期）はつらつ健康体操教室
憩いの四季では、介護予防のための体操教室をおこな
います。仲間と一緒に楽しく体を動かし、はつらつ生
活を始めましょう。

日時日時 5月11日　5月11日（水）（水）から7月27日から7月27日（水）（水）までの毎週水曜日（全12回）までの毎週水曜日（全12回）
場所場所 憩いの四季 娯楽室　憩いの四季　娯楽室
対象対象 65 歳以上の方　65歳以上の方
定員定員 20 名程度　20名程度
内容内容 健康チェック、ストレッチ体操、レクリエーションなど　健康チェック、ストレッチ体操、レクリエーションなど
※動きやすい服装でお越しください　※動きやすい服装でお越しください

講師講師 ウィル大口スポーツクラブ　ウィル大口スポーツクラブ
参加費参加費 無料　無料
申込み申込み 5 月 1日　5月 1日（日）（日） 午前９時から　午前９時から
問合せ先 憩いの四季 95憩いの四季　　95--17391739

日時 5月11日（水）から7月27日（水）までの毎週水曜日（全12回）
場所 憩いの四季 娯楽室
対象 65 歳以上の方
定員 20 名程度
内容 健康チェック、ストレッチ体操、レクリエーションなど
※動きやすい服装でお越しください。

講師 ウィル大口スポーツクラブ
参加費 無料
申込み 5 月 1日（日） 午前９時から
問合せ先 憩いの四季 95-1739蘂
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40歳から74歳の方を対象にメタボリック（内臓脂肪症候群）に着目し、糖尿病など生活習慣
病の予防を目的とした特定健康診査（以下「特定健診」）と特定保健指導が実施されています。
この健診は、ご加入の健康保険によって受診先が異なりますのでご注意ください。
また、大口町のがん検診等は特定健診の対象者以外でも健診を受けられます。下表でご確認の

上、ぜひ受診して健康管理にお役立てください。
まずは「今の自分」の健康状態を知ることから始まります。ご自分の受診する健診を確認して

みましょう。詳しい日程は、大口町まちのカレンダーまたは広報６月号をご覧ください。

平成23年度健康診査 ～あなたの健康を守り、つくるのはあなたです～

23年度末の年齢
（平成24年3月31日）

20歳～39歳の方
（S47.4.1～H4.3.31生まれ）

40歳～74歳の方
（S12.4.1～S47.3.31生まれ）

75歳以上の方
（S12.3.31以前生まれ）
または、65歳～74歳で一定
の障がいをお持ちの方

加入している健康保険 大口町
国民健康保険

被用者保険
（町国保以外）

大口町
国民健康保険

被用者保険
（町国保以外） 後期高齢者医療保険

受
診
可
能
な
健
診

生活習慣病予防
のための健康診査

わかば健康診査
（平成24年1月21日）

特定健康診査
（7月から10月）

戸籍保険課より個別通
知を郵送します。

ご加入の健康保険組合等
にご確認ください。

すこやか健康診査
（7月から10月）

戸籍保険課より個別通知を
郵送します。

がん検診
○ ○ ○

住民結核検診 × ○ ○

骨密度測定 ○ ○ ○

歯周病予防健診 × 40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳・75歳の節目年齢の方

肝炎ウイルス検診 × 節目（40歳）の方または過去に肝炎ウイルス検診を受けたことが無い方
が対象となります。対象者には個別に通知いたします。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
お
知
ら
せ

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」

と
し
て
、「
乳
が
ん
」「
子
宮
が
ん
」
の
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
、
左

記
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
女
性
の
方
に

郵
送
し
ま
す
。
健
康
管
理
の
た
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
Ｓ
４５
・
４
・
２
生
か
ら
Ｓ
４６
・
４
・
１

生
の
方
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
両

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
外
の
方
は
、
下
記

の
が
ん
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（女性特有のがん検診の対象の方はクーポン券をご利用ください）

乳がん対象者

S45.4.2生～S46.4.1生

S40.4.2生～S41.4.1生

S35.4.2生～S36.4.1生

S30.4.2生～S31.4.1生

S25.4.2生～S26.4.1生

子宮がん対象者

H2.4.2生～H3.4.1生

S60.4.2生～S61.4.1生

S55.4.2生～S56.4.1生

S50.4.2生～S51.4.1生

S45.4.2生～S46.4.1生

平成23年5月号18
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自
慢
の
健
康
法
な
ど
は
な
く
、
生

活
の
中
で
日
々
心
掛
け
て
い
る
こ
と

は
、
特
に
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

思
う
に
そ
れ
等
を
考
え
ず
、
ひ
た

す
ら
有
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
、
ボ

ー
っ
と
良
い
時
間
を
過
ご
し
、
日
を

重
ね
積
ん
で
い
る
状
態
で
す
。

普
段
は
、
ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
い

程
度
の
欲
と
、
あ
き
ら
め
の
バ
ラ
ン

ス
で
タ
バ
コ
を
や
め
、
一
杯
も
や
ら

ず
、
武
士
は
食
わ
ね
ど
も
な
く
、
自

然
に
日
本
の
四
季
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
そ
の
何
も
な
い
こ
の
普
通
が
一

番
の
幸
福
で
あ
り
、
感
謝
す
る
時
で

す
。

原恒夫さん

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 25（水） 午後1:00
～1:30

23年1月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください。

10か月児健診 10（火） 午後1:00
～1:30 22年7月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 17（火） 午後1:00
～1:30 21年10月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 11（水） 午後1:00
～1:30 20年4月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 11（水）
19（木）

午前9:40
～9:50 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

子育て相談室 9（月）
16（月）

午前9:00
～11:00

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師によ
る育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※16日は要予約

歯科健診 18（水） 午後1:00
～1:30

2歳3か月児（21年2月生まれ）
（母子手帳、コップ、歯ブラシ、タオルを持参）

らくらく離乳食教室 18（水） 午前9:45
～10:00

離乳食初期から中期のお話デモンストレーシ
ョン ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康に
ついての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 10（火）
24（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口コミュニティーセンター）

13（金）
27（金） 午前10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ

ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

17（火）
31（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
10（火）
24（火） 午前10:00

94̶005194̶0051
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日時 7月3日（日） 午前8時発 午後6時30分着予定
※予備日 7月10日（日）
場所 南知多町 日間賀島
内容 タコのつかみどり・タコ飯・海鮮汁・茹でタ
コづくり・潮干狩り

※現地にて潮干狩りの貝は１㌔800円で持ち帰れます。
（ただし一人３㌔まで）
対象 年少児以上の親子（ただし兄弟については要相談）
費用 一人2,500円
定員 135名
申込み 5月29日（日）午前9時から10時30分まで、中央公民館２階 研修視聴覚室で受付けます。
その後は生涯学習課で随時受付します。

※月・火曜日を除く
問合せ先 生涯学習課 95-3155

家族で協力して日間賀島の海の恵みを活かしたタコ飯と海鮮汁を作り、つかみどりのタコを茹
でて食べます。この機会に自然をたっぷりと満喫し、親子の絆を深めましょう。

参加者
募集

皆
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て

新
任
校
長
先
生
の
紹
介

み
ん
な
が
つ
な
が
り
、

一
人
一
人
が
育
つ
北
小
学
校

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
声
で
、
北
小
学
校
の
朝
が
始

ま
り
ま
す
。
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、

友
達
や
先
生
、
地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り

の
中
で
、
真
剣
に
考
え
、
思
い
や
り
の
心

を
持
っ
て
人
に
接
し
、
命
を
大
切
に
す
る

た
く
ま
し
い
子
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

大口北小学校
加木屋 直規先生

５
４
３
人
の
子
ど
も
達
と
共
に

犬
山
市
の
城
東
小
学
校
か
ら
大
口
西
小

学
校
に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
口

町
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

全
国
に
誇
れ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
５
４
３
人
の
子
ど
も
た
ち

「
明
る
い
」「
き
れ
い
な
」「
う
る
お
い
の
あ

る
」
学
校
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。地

域
の
皆
様
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大口西小学校
岩田 和敬先生

み
ん
な
の
川
を
み
ん
な
の
手
で
。
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

３
月
６
日
豸
、
桜
の
開
花
を
前
に
住
民

や
町
内
企
業
の
方
た
ち
が
五
条
川
、
合
瀬

川
、
矢
戸
川
の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
当
日
は
２５
団
体
８
７
６
名
が
参
加

し
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
を
拾
い
集
め
ま

し
た
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
ト
ラ
ッ
ク
数
台
分

に
も
な
り
、
中
に
は
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、

自
転
車
な
ど
の
不
法
投
棄
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
５
月
２２
日
豸
に
は
ご
み
ゼ
ロ
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
ち
の
環
境
を
み
ん

な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

役
場

環
境
課

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
６
３



４
月
４
日
豺
、
将
来
を
担
う
若
者
の
代

表
６
名
に
、
社
本
育
英
事
業
奨
学
金
を
贈

り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら
（
敬
称
略
）

前
田

明
里
（
ま
え
だ

あ
か
り
）

上
原

亮
介
（
う
え
は
ら

り
ょ
う
す
け
）

佐
竹

美
咲
（
さ
た
け

み
さ
き
）

伊
藤

千
洋
（
い
と
う

ち
ひ
ろ
）

塚
本

泰
弘
（
つ
か
も
と

や
す
ひ
ろ
）

遠
藤

夕
子
（
え
ん
ど
う

ゆ
う
こ
）

大
き
く
は
ば
た
け
!!

社
本
育
英
事
業
奨
学
金
授
与
式

3月27日豸、町民会館で消防団任命式がおこ
なわれ、新年度役員や新入団員に任命状が手
渡されました。平成23年度の主な役員は次の
とおりです。（敬称略）
団長 酒井孝 副団長 佐藤寿義、丹羽嘉英
分団長 滝岡秀紀（秋田）、江口崇（豊田）、
丹羽力也（大屋敷）、柘植邦明（外坪）、松
岡宏修（河北）、大塚剛司（余野）、宮地智
彦（上小口）、大竹輔（中小口）、田中良明
（下小口）

大
口
町
消
防
団

新
年
度
役
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

大
口
町
体
育
協
会
が
表
彰

平
成
２２
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ

れ
た
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

坂
元

博
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

愛
知
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会

長
杯
西
地
区
大
会

男
子
の
部

準

優
勝

松
田
一
子
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

愛
知
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会

長
杯
西
地
区
大
会

女
子
の
部

準

優
勝

安
井
智
子
（
水
泳
協
会
）

愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
県

大
会

７０
か
ら
７４
歳

５０
ｍ
平
泳
ぎ

第
２
位

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

第
１

位
松
浦
富
才
（
水
泳
協
会
）

愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
県

大
会

６５
か
ら
６９
歳

５０
ｍ
バ
タ
フ

ラ
イ

第
３
位

１
０
０
ｍ
自
由
形

第
２
位

大
塚
春
枝
（
水
泳
協
会
）

愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
県

大
会

５０
か
ら
５４
歳

５０
ｍ
平
泳
ぎ

第
２
位

１
０
０
ｍ
自
由
形

第
２

位

財
団
法
人
愛
知
県
体
育
協
会

体
育
功
労
表
彰
受
賞

３
月
１６
日
貉
、
ウ
イ
ル
あ
い
ち
４
階

ホ
ー
ル
に
て
、
財
団
法
人
愛
知
県
体
育

協
会
が
、
長
期
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た

方
に
財
団
法
人
愛
知
県
体
育
協
会
体
育

功
労
表
彰
受
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
次
の
５
名
の
方
は
、
大

口
町
体
育
協
会
で
長
年
に
わ
た
り
役
員

を
さ
れ
、
現
在
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

納
堂
基
宏
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

大
口
町
体
育
協
会
功
労
年
数
２６
年

（
理
事
１８
年

監
事
８
年
）

神
谷
社
長
（
剣
道
協
会
）

大
口
町
体
育
協
会
功
労
年
数
２２
年

（
理
事
１９
年

副
理
事
長
３
年
）

畠
山
弘
宣
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

大
口
町
体
育
協
会
功
労
年
数
１５
年

（
理
事
１２
年

事
務
局
３
年
現
）

社
本
健
二
（
卓
球
協
会
）

大
口
町
体
育
協
会
功
労
年
数
１４
年

（
理
事
１４
年
）

曽
貝
勝
利
（
軟
式
野
球
連
盟
）

大
口
町
体
育
協
会
功
労
年
数
１３
年

（
理
事
６
年

副
理
事
長
４
年

副

会
長
３
年
現
）
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●
進
む
開
発
と
高
ま
る
浸
水
被
害
の
可
能
性

田
や
畑
な
ど
に
は
、
雨
水
を
一
時
的
に

貯
め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機
能
が

あ
り
、
河
川
へ
の
雨
水
の
流
出
量
を
抑
え

る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
で
は
開
発
が
進
み
、
地

表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
覆
わ
れ
、
河
川
へ
短
い
時
間
で
多
く
の

雨
水
が
入
る
た
め
、
洪
水
や
低
い
土
地
で

の
浸
水
被
害
の
危
険
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
田
や
畑
を
適
正
に
保
全
し

て
い
く
こ
と
が
、
河
川
や
下
水
道
等
の
整

備
と
共
に
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
浸
水
被
害
を
防
ぐ
総
合
治
水
対
策

洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
川
幅
を
拡

げ
た
り
、
川
底
を
掘
る
な
ど
の
河
川
の
改

修
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
急
激
な
開
発
に
よ
っ
て
増
加
す
る

雨
水
を
安
全
に
流
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
流
域
内
に
雨
を
貯
め
た
り
地
下

に
浸
透
さ
せ
る
施
設
を
作
り
、
河
川
に
一

度
に
入
っ
て
く
る
雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

●
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

の
適
用
（
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
）

新
川
流
域
で
は
「
総
合
治
水
」
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
１２
年
の
東
海
豪
雨

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
強
力
な
「
総
合
治
水
対
策
」
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
新

川
流
域
を
「
特
定
都
市
河
川
流
域
」
に
指

定
し
、
次
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

①
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
許
可
な
ど

田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら
れ
て
い
な
い
土

地
で
５
０
０
裃
以
上
の
開
発
を
お
こ
な
う

場
合
は
、
愛
知
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。
技
術
的
基
準
に
従
っ
た
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定

町
と
県
、
河
川
と
下
水
道
が
共
同
し
て
、

総
合
的
な
浸
水
被
害
対
策
を
推
進
す
る
計

画
を
策
定
し
、
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
計
画
は
平
成
１９
年
１０
月
に
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、「
新
川
・

境
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
保
全
調
整
池
の
指
定

こ
れ
ま
で
に
宅
地
開
発
指
導
要
綱
な
ど

に
基
づ
い
て
整
備
さ
れ
た
既
設
の
防
災
調

整
池
を
保
全
調
整
池
と
し
て
指
定
し
、
保

全
を
図
り
ま
す
。

④
都
市
洪
水
想
定
区
域
お
よ
び

都
市
浸
水
想
定
区
域
の
指
定

河
川
の
氾
濫
や
低
地
の
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
区
域
を
指
定
し
、
区
域
に
お
け
る
円

滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
皆
さ
ん
に
も
で
き
る
こ
と

総
合
治
水
は
、
国
や
県
、
町
だ
け
で
全

て
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
家
を
建
て
る
と
き
に
「
浸
透
マ
ス
」

を
設
置
し
た
り
「
透
水
性
舗
装
」
に
す
る

こ
と
や
、
新
た
に
下
水
道
に
接
続
す
る
と

き
に
は
、
家
庭
の
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
へ
転
用
す
る
な
ど
、
家
庭
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
風
呂
水

を
落
と
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
降
雨
時
を
避
け

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
、

総
合
治
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

皆
さ
ん
に
総
合
治
水
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

町
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

期
間

７
月
９
日
貍
か
ら
１４
日
貅

●
総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

総
合
治
水
に
関
す
る
情
報
は
、「
新
川
・

境
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sougo-chisui.jp

問
合
せ
先

役
場

建
設
農
政
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
７

浸
透
マ
ス

透
水
性
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作

っ
た
雨
水
マ
ス
で
す
。
浸
透
マ
ス
を
使
う

と
、
雨
水
は
大
地
に
浸
み
込
む
た
め
、
川

に
流
れ
る
雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

透
水
性
舗
装

雨
水
が
舗
装
の
中
を
通
り
抜

け
、
地
中
に
浸
み
込
む
舗
装
で
す
。

総
合
治
水
を
ご
存
じ
で
す
か
？

５
月
１５
日
豸
か
ら
２１
日
貍
は
総
合
治
水
週
間
で
す

「新川流域の特定都市河川
浸水被害対策法のシンボルマーク」
このシンボルマークは、

雨のしずくを受け、水を貯め、
緑をはぐくむことをイメージしたものです。
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皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

平
成
２３
年
４
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
【

】
内
は
前
職
、
課
長
級
以
上
の
み
。

●
部
長
級

◇
生
涯
教
育
部
長
兼
大
口
町
中
央
公
民
館
長

【
生
涯
教
育
部
学
校
教
育
課
長
】

近
藤

孝
文

◇
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
（
参
事
）

【
会
計
室
長
】

吉
田

治
則

●
課
長
級

◇
生
涯
教
育
部

学
校
教
育
課
長
兼
大
口
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長

【
尾
張
北
部
地
域
ご
み
焼
却
処
理
広
域
化
第
１
小

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
準
備
室
派
遣
（
主
幹
）】

竹
本

均

◇
総
務
部

５０
周
年
記
念
事
業
事
務
局
長
（
主
幹
）

【
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
派
遣
（
課
長
補
佐
）】

前
田

悦
巳

◇
生
涯
教
育
部

図
書
館
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長
（
主
幹
）

【
建
設
部
都
市
整
備
課
主
幹
】

熊
崎

哲
也

平成23年度 区長名簿（敬称略）
区 名 氏 名 主な大字・丁目（詳しくは区長さんにお尋ねください）

秋 田 佐竹 重夫
しげお 秋田一丁目～四丁目、伝右一丁目～二丁目、

替地一丁目～二丁目、大字秋田

豊 田 土田 康雄
やすお 豊田一丁目～三丁目、御供所一丁目～三丁目、

奈良子一丁目～三丁目、堀尾跡一丁目～三丁目、大字豊田

大屋敷 宮地 弘信
ひろのぶ 大屋敷一丁目～三丁目、大御堂一丁目、

高橋一丁目～二丁目、丸一丁目～二丁目

外 坪 舟橋 孝昇
たかのり

外坪一丁目～五丁目

河 北 大竹 伸一
しんいち

河北一丁目～三丁目、仲沖一丁目、二ツ屋一丁目～二丁目、大字河北

余 野 伊藤 幸治
こうじ

余野一丁目～六丁目

上小口 奥村 勝利
かつとし 上小口一丁目～三丁目、萩島一丁目～二丁目、

大字小口字金三西・上山伏

中小口 三輪 淳二
じゅんじ 中小口一丁目～五丁目、新宮一丁目～二丁目、城屋敷二丁目、

大字小口字下之段・下山伏・城屋敷・地蔵堂・定光寺・馬場・山中・宮之前

下小口 井戸 雅晴
まさはる

下小口一丁目～七丁目、竹田一丁目～三丁目

垣 田 武田 静雄
しずお

垣田

さつきケ丘 古川 建治
けんじ

さつきケ丘一丁目～二丁目

４
月
１
日
付

町
職
員
人
事
異
動
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子
ど
も
手
当
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
６
か
月
間
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額
１
万

３
０
０
０
円
で
引
き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
金
額

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
１

万
３
０
０
０
円

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

０
歳
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
（
０
歳
か
ら
１５
歳
に
な

っ
た
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
）

支
給
月

▼
６
月
（
平
成
２３
年
２
月
分
か

ら
５
月
分
）
▼
１０
月
（
平
成
２３
年
６
月

分
か
ら
９
月
分
）

手
続
き
が
不
要
の
方

既
に
大
口
町
か
ら

受
給
し
て
い
て
、
支
給
対
象
と
な
る
子

ど
も
の
人
数
に
変
更
が
な
い
方

申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

▼
出
生
等
に
よ
り
新
た
に
養
育
す
る
子
ど

も
が
で
き
、
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方

▼
既
に
大
口
町
か
ら
受
給
し
て
い
て
、
出

生
等
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が
増

え
、
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方

▼
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
、
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
方

※
６
月
の
現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
１０
月
に
届
出
・
申
請
な
ど
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課

蘂
９５
―

１
２
２
２

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す



★今月のぬいとり
『アイルー』『メラルー』『かぶと』『こいのぼり』

★今月のおりがみ 『ピカチュー』『キティ』
★やってみよう「伝言ゲーム」
5月2日（月）、30日（月） 午後4時から

★体育あそび「なわとび」
5月6日（金） 午後4時から

★母の日プレゼント作り「ブレスレット」
5月7日（土） 午前10時から
★川柳の日
5月10日（火）、11日（水）
★北児童センターまつり
5月21日（土） 午前10時から午後1時30分
★ドッジボールの日
5月24日（火） 午後4時から

★ドッチビーの日 5月31日（火） 午後4時から
★子育て支援
○コアラ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★母の日プレゼント作り「ピンチストック」
5月6日（金） 午後3時30分から4時30分
7日（土） 午前10時から11時
★川柳を詠もう
5月10日（火） 午後3時30分から4時30分

★運動あそび「ボン・バ・ボーン」
5月19日（木） 午後3時30分から4時30分

★よみきかせ
5月26日（木） 午後3時30分から

★おりがみ教室
5月28日（土） 午後1時30分から4時
★今月のぬいとり
『かぶと』『カーネーション』『てんとう虫』『ガチャピン』

★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび『ドッチビー』『チップドロップ』
★今月のぬいとり
『いちご』『こいのぼり』『ピカチュウ』『ミジュマル』

★フレンチトースト作り（元気クラブ主催）
5月2日（月） 午後1時30分から3時 定員 30名
費用 100円 申込み 5月16日（月）から

★母の日プレゼント作り
「フラワーアレンジメント」（元気クラブ主催）
5月7日（土） 午後1時30分から3時 定員 30名
費用 50円 申込み 4月25日（月）から

★チャレンジ「的あて」
5月9日（月） 午後2時から3時

★けん玉検定日
5月16日（月）、19日（木） 午後4時から5時

★川柳の日
毎週水曜日 午後3時30分から

★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（南）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親
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5
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

春ですよ 春でつぼみは さいたんだ（北小2年）
あたらしい 1年生がきて うれしいな（北小2年）
2年生 たのしかった日び わすれない（北小3年）

月
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※写真と本文は関係ありません。

大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター

トレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用について

（利用例）
ふれあい３
防音装置完備ですので、楽器の練習等大
きな音でも大丈夫です。

和室
親子で楽しく利用できます。
落ち着いた雰囲気で、講座等幅広く使用
していただけます。

申込先および問合せ先
1F総合案内 午前9時から午後7時まで
蘂94―0061

※利用時間・料金は左記のとおりです。
※個人でのご利用もできます。
※町内にお住まいの方以外および営利目的
での利用は別途料金です。

5月の園庭開放日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

１１
日
貉

２６
日
貅

中
保
育
園

１１
日
貉

２６
日
貅

西
保
育
園

１１
日
貉

２７
日
貊

北
保
育
園

１１
日
貉

２７
日
貊

※
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
１１
時

どうして菖蒲湯に入るの？

平安の昔から、「菖蒲」は「尚武」（武芸をよく
する）に通じ、剣のように良く伸びた葉が端午の
節句にふさわしいと、邪気を払うために用いられ
てきました。
お風呂に入れる菖蒲はサトイモ科の植物で、そ

の葉に独特な芳香があり、茎や根っこに血行促進
や鎮痛作用があります。10本ぐらい用意して束
ね、水のうちから菖蒲を入れ、少し高めの温度に
沸かしておくと香りが増します。その後、お好み
の温度で入浴するといいでしょう。
子どもの日、端午の節句には菖蒲を浮かべた菖

蒲湯を楽しんでみてください。

部屋 利用日 利用時間 料金（時間）

1F
多目的室

平日 午後6時から9時
800円

土・日曜日、祝日 午前9時から午後9時

会議室
平日 午後6時から9時

200円
土・日曜日、祝日 午前9時から午後9時

4F

ほほえみホール

月曜から日曜 午前9時から午後9時

1,000円
ふれあい1 600円
ふれあい2 300円
ふれあい3 200円

ふれあい3
カラオケ使用

1,000円
カラオケ使用

料含む

ふれあい4 200円
和室1 300円
和室2 200円
和室3 200円



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
５
月
２７
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
５
月
１
日
豸
、
２９
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
８

５
月
３１
日
貂
は
、
軽
自
動
車
税
・
自
動

車
税
の
納
付
期
限
で
す
。
４
月
１
日
現
在
、

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
通
知
書
に
記
載
の

納
付
場
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
軽
自
動
車
税

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
４

▽
自
動
車
税

愛
知
県
東
尾
張
県
税
事
務
所

蘂
０
５
６
８
―

８１
―

３
１
３
９

大
口
町
で
は
納
税
者
の
方
で
申
請
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
（
全
額
）
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
免
の
要
件

※
身
体
障
が
い
者
ま
た
は
戦
傷
病
者
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
自
分
で

運
転
し
て
い
る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人

と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
運
転
し
て
い

る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
（
１８
歳
未
満
）、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
で
、

そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
障
が

い
者
の
た
め
に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
常
時
介
護
し

て
い
る
人
が
、
そ
の
障
が
い
者
の
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人
の
た
め

に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

注
意
点

※
減
免
は
、
障
が
い
者
等
１
人
に
つ
き
１

台
で
す
。
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
「
生
計
を
一
に
す
る
」
と
は
、
日
常
生

活
の
資
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
を
い

い
、
必
ず
し
も
同
一
家
屋
に
同
居
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
身
体
障
害
者
手
帳
等

▽
運
転
す
る

方
の
免
許
証

▽
認
印

▽
車
検
証

▽
納
付
書
（
納
付
前
の
も
の
）

※
減
免
を
受
る
方
は
、
５
月
２４
日
貂
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

戦傷病者手帳の交付を受けており、町の
基準に該当している
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

軽軽
自自
動動
車車
税税
・・
自自
動動
車車
税税
のの
納納

税税
をを
おお
忘忘
れれ
なな
くく

軽軽
自自
動動
車車
税税
のの
減減
免免
にに
つつ
いい
てて

障がいの区分
障がいの級別

身体障がい者が運転
する場合

身体障がい者本人以外
が運転する場合

視覚障害 1級から4級までの各級 同 左

聴覚障害 2級および3級 同 左

平衡機能障害 3級 同 左

音声機能障害
3級（咽頭摘出による
音声機能障害がある場
合に限る）

――――

上肢不自由 1級および2級 同 左

下肢不自由 1級から6級までの各級 1級から3級までの各級

体幹不自由 1級から3級までの各
級および5級 1級から3級までの各級

乳幼児期以前の非
進行性の脳病変に
よる運動機能障害

上肢機能 1級および2級 同 左

移動機能 1級から6級までの各級 1級および3級までの
各級

心臓機能障害

1級、3級および4級 1級および3級

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこうまたは直腸の機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害 1級から4級までの各級 1級から3級までの各級

肝臓の機能障害

《身体障がい者の軽自動車税減免基準》《戦傷病者の
軽自動車税減免基準》

厚生労働大臣の定めにより交付を受けた
療育手帳に、障がいの程度が「A」と記
載されている

《知的障がい者の
軽自動車税減免基準》

精神保健および精神障害者福祉に関する
法律施行令の規定により交付を受けた精
神障害者保健福祉手帳に「1級」（ただし、
自立支援費受給証を所持している方に限
る）と記載されている

《精神障がい者の
軽自動車税減免基準》

※本人以外とは、身体障がい者と生計を一にする方、もしくは、単身で生活
する身体障がい者を常時介護する方が運転する軽自動車の場合をいいます。
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【読売文学賞評論・伝記賞受賞（第62回）】
パンとペン 社会主義者・堺利彦と「売文社」の闘い 黒岩比佐子／著
【中央公論文芸賞受賞（第2回）】
八日目の蝉 角田光代／著
【読売文学賞小説賞受賞（第62回）】
ナニカアル 桐野夏生／著
【大薮春彦賞受賞（第13回）】
ダイナー 平山夢明／著
【直木賞受賞（第135回）】
まほろ駅前多田便利軒 三浦しをん／著
【読売文学賞随筆･紀行賞受賞(第63回)】
渡りの足跡 梨木香歩／著
【読売文学賞研究･翻訳賞受賞(第65回)】
異邦の香り ネルヴァル『東方紀行』論 野崎歓／著
ヤバい経済学 悪ガキ教授が世の裏側を探検する

スティーヴン・Ｄ．レヴィット／スティーヴン・Ｊ．ダブナー／著
フェイスブック若き天才の野望 ５億人をつなぐソーシャルネ
ットワークはこう生まれた

デビッド・カークパトリック／著
※５月７日（土）に並びます。
※新刊図書は、毎週土曜日にも並べます。ホームページをご覧ください。

話題書ぴっくあっぷ！

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
８０'
ｓ
」

全
４
巻

キ
ッ
ズ
ソ
ン
グ

ヒ
ッ
ト
パ
ラ
ダ
イ
ス
！

思
い
出
が
よ
み
が
え
る
あ
の

歌
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

本
・
雑
誌
の
大
リ
サ
イ
ク
ル

半
期
に
一
度
の
企
画
で
す
！

日
時

７
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
児
童
室
前
廊
下

「
ト
イ
レ
改
修
工
事
」の
ご
案
内

２４
日
貂
ま
で
工
事
を
お
こ
な
い
ま

す
。
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
。
１
階
、
２
階
の
ト
イ
レ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
休
館
日

２
日
豺

９
日
豺

１２
日
貅

１６
日
豺

２３
日
豺

３０
日
豺

※
３
日
貂
か
ら
５
日
貅
の
祝
日
は
開

館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

◆
◆

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
◆
◆

【
５
月
７
日
貍
に
並
び
ま
す
】

標
語

「
友
だ
ち
１
０
０
冊
つ
く
る
ん
だ
」

４
月
２３
日
貍
か
ら
５
月
１２
日
貅

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
は
、
昭

和
３４
（
１
９
５
９
）
年
に
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
２
０
０
０
年
の
「
子
ど
も

読
書
年
」
を
機
に
、
現
在
の
期
間
に

な
り
、
２
０
０
１
年
１２
月
の
「
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
法
」
施
行
に
よ
り

４
月
２３
日
が
「
子
ど

も
読
書
の
日
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
番
組
の
テ
ー
マ
曲
や
ア
ニ
メ

主
題
歌
の
カ
バ
ー
集
で
す
。

母が重くてたまらない 墓守娘の嘆き 信田さよ子／著
シズコさん 佐野洋子／著
母の作法 親として、女としてのふるまい 辰巳渚／著
今日を生きる 大平光代／著
80センチに咲く花 村松勝康／著
こんな働く母親が、子供を伸ばす！ 松永暢史／著
働くママ専業ママ子どものためにどっちがいいの？ 三沢直子／著
母なるもの 近代文学と音楽の場所 高橋英夫／著
きままな娘わがままな母 藤堂志津子／著
お母さんという女 益田ミリ／著

母性愛について考えよう第
５３
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

本との出合い ゆたかな心
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日
時

５
月
２５
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
１５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談
室

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
２５
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▽
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▽
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▽
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▽
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▽
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
５
月
６
日
貊

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員
、
母
子
自
立
支
援
員

▽
５
月
１１
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

知
的
相
談
員
、
身
障
相

談
員

▽
５
月
１８
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員

▽
５
月
２５
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

高
齢
・
障
が
い
者
の
弁

護
士
相
談
日

※
弁
護
士
相
談
は
予

約
制（
予
約
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

５
月
１７
日
貂

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

消
費
生
活
相
談
員

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

５
月
１８
日
貉

午
後
６
時
か
ら
９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▽
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▽
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▽
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▽
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
町
民
安
全
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
祭
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３
（
入
室
希
望
は
、
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

日
時

５
月
１９
日
貅

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

役
場
１
階

会
議
室

※
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

「
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
」「
計

算
す
る
」「
注
意
集
中
困
難
」「
多
動
性
」

「
衝
動
性
」「
対
人
関
係
」
等
、
お
子
さ

ま
の
発
達
に
悩
ま
れ
て
い
る
保
護
者
の

方
や
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
養
育

で
悩
ま
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
、
愛

知
県
立
一
宮
東
養
護
学
校
の
た
ん
ぽ
ぽ

相
談
（
教
育
相
談
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。
相
談
内
容

に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
先

愛
知
県
立
一
宮
東
養
護
学

校

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５
１
ー

１

蘂
０
５
８
６
―

５１
ー

５
３
１
１

無
料
相
談

無
料
相
談

家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

登
記
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

法
律
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

た
ん
ぽ
ぽ
相
談

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂



認
知
症
や
精
神
的
障
害
等
で
判
断
能

力
が
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
人
を
法
的

に
支
援
し
、
本
人
が
損
害
を
被
ら
な
い

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時

５
月
１９
日
貅

午
後
１
時
か
ら
３
時
（
先
着
順
受
付
）

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

あ
い
ち
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
会
員
（
行
政
書
士
）

主
な
相
談
内
容

▽
不
動
産
や
預
貯
金
の
管
理

▽
介
護
施
設
へ
の
入
所
手
続

▽
遺
産
分
割
協
議

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
予

定
で
、
お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
成
長
の

こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の

方
を
対
象
に
就
学
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

②
知
的
発
達
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子

さ
ん

③
情
緒
面
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん

④
障
が
い
で
は
な
い
が
、
成
長
・
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん

⑤
病
弱
・
身
体
虚
弱
の
お
子
さ
ん

相
談
方
法

▽
電
話
ま
た
は
学
校
教
育
課
窓
口

▽
必
要
に
応
じ
て
小
学
校
の
学
校
見
学

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
祝
日
お
よ
び
正
午
か
ら
午
後
１
時

を
除
く
。

見
え
に
く
い
、
見
え
な
い
こ
と
で
困

っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
生
活
や
学
習
に

つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

対
象

乳
幼
児

小
・
中
学
生

高
校

生
場
所

愛
知
県
立
名
古
屋
盲
学
校

相
談
日

▽
乳
幼
児

月
・
水
曜
日

▽
小
学
生

火
・
水
曜
日

▽
中
高
校
生

水
曜
日

申
込
み
お
よ
び
お
問
合
せ

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
立
名
古
屋
盲
学
校

幼
稚

部
・
小
学
部

蘂
０
５
２
ー

７
１
１
ー

０
０
０
９

日
時

５
月
６
日
貊

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

健
康
講
座
「
健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
に
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る

よ
う
に
」

健
康
生
き
が
い
課

保

健
師
さ
ん

問
合
せ
先

温
水
プ
ー
ル
２
階

生
涯
学
習
課

蘂
９５
ー

３
１
５
５

鳴
子
踊
り
の
太
鼓
を
中
心
と
し
た
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
太
鼓
教
室

で
す
。
昨
年
の
、
や
ろ
舞
い
大
祭
太
鼓

連
『
楽
』
に
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

太
鼓
教
室
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
８
日
豸
か
ら
９
月
４
日
豸

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分

場
所

町
民
会
館
１
階

会
議
室

対
象

小
学
４
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

日
本
太
鼓

研
究
会

受
講
料

２
０
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
、
随
時
参
加

可
能
で
す
。

カ
ラ
フ
ル
な
布
を
組
み
合
わ
せ
て
あ

な
た
だ
け
の
「
ウ
サ
ギ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
」

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

５
月
２８
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
教
室

対
象

小
学
校
６
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

さ
く
ら
キ

ル
ト
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物

裁
縫
用
具
を
用
意
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

費
用

５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
随
時

参
加
で
き
ま
す
。

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

ウ
サ
ギ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

成
年
後
見
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
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就
学
相
談

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

太
鼓
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

名
古
屋
盲
学
校
教
育
相
談

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂



日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
に
全

国
的
に
社
資
募
集
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
大
口
町
分
区
で
は
、
５
月
か
ら

６
月
に
各
区
を
通
じ
て
社
資
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

平
成
２３
年
度
の
大
口
町
分
区
の
目
標

額
は
１
４
４
万
５
０
０
０
円
で
す
。
こ

の
社
資
は
日
本
赤
十
字
社
の
事
業
資
金

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
の
初
老
（
満
４２
歳
）
を
迎
え
た

有
志
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
各
小
中
学
校

へ
備
品
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
教

育
の
中
で
、
幅
広
く
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

大
口
町
商
工
会
で
は
、
第
３５
回
夏
の

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す

る
踊
り
の
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

鳴
子
踊
り
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
大
口
町
商
工
会
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
２０
日
貍
、
２１
日
豸

場
所

大
口
町
民
会
館

第
１
駐
車
場

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

大
口
町
商
工
会

蘂
９５
―

２
５
５
７

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

５
月
９
日
豺

午
前
１０
時
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

日
時

５
月
１６
日
豺

正
午
か
ら
午
後
２
時

場
所

大
口
中
学
校
１
階

多
目
的
室

（
持
ち
物
）

お
弁
当
、
上
靴

※
大
口
中
学
校
へ
お
越
し
の
際
は
、
体

育
館
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

多
目
的
室
へ
は
校
舎
北
側
に
あ
る

「
地
域
開
放
玄
関
」
よ
り
入
れ
ま
す
。

日
時

５
月
１７
日
貂

午
前
９
時
３０
分

か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

い
ぬ
や
ま
ｅ
―

資
格
挑
戦
コ
ー
ス

日
時
６
月
２７
日
豺
か
ら
８
月
９
日
貂

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

犬
山
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
資
格
取
得
の
知
識

習
得
を
学
び
ま
す
。

対
象

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・

精
神
）、
車
椅
子
の
方
は
不
可

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

募
集
期
間

５
月
１２
日
貅
か
ら
６
月
７

日
貂

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

今
年
も
カ
ラ
ス
の
営
巣
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
し
ま
し
た
。

カ
ラ
ス
の
営
巣
は
、

停
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
電
柱
の
上

や
鉄
塔
に
発
見
し
た
ら
、
左
記
連
絡
窓

口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

営
巣
発
見
連
絡
先

蘂
０
１
２
０
ー

９
８
５
ー

７
５
２

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
を

申
請
す
る
団
体
が
、
１
団
体
５
分
間
で

事
業
内
容
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

５
月
１４
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

場
所

憩
い
の
四
季
娯
楽
室

平成23年5月号30

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

そ
の
他

そ
の
他

夏
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

中
部
電
力
か
ら
の
お
願
い

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
４

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂

日
赤
社
資
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
初
老
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

善

意

善

意



春
は
新
入
学
や
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
、
環
境
に
不
慣
れ
な
中
で
交
通
事
故

の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
安
全
運
転

を
心
掛
け
、
交
通
社
会
に
生
き
る
一
員

と
し
て
、
責
任
あ
る
行
動
を
取
り
ま
し

ょ
う
。

運
動
期
間

５
月
１１
日
貉
か
ら
２０
日
貊

運
動
の
重
点

▼
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

▼
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

▼
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

▼
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

大
口
町
で
は
昨
年
度
、
空
き
巣
が
増

加
し
ま
し
た
。
短
時
間
の
外
出
で
も
カ

ギ
を
か
け
、
夜
は
門
灯
や
玄
関
灯
で
家

の
周
り
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
高
い
防
犯
意
識
を
持

ち
、
身
近
な
対
策
を
具
体
的
に
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

５
月
９
日
豺
か
ら
１８
日
貉

運
動
の
重
点

▼
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
る
事

件
・
事
故
の
防
止

▼
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

▼
自
転
車
盗
お
よ
び
自
動
車
関
連
窃
盗

の
防
止

▼
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

尾
張
市
町
交
通
災
害
共
済
組
合
で
は

平
成
２３
年
度
か
ら
、
７
級
か
ら
１１
級
ま

で
の
入
院
通
院
日
数
が
９０
日
未
満
の
事

故
の
場
合
の
見
舞
金
を
１
万
円
ず
つ
増

額
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
診
断
書
料
や

医
療
費
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

そ
の
負
担
を
補
助
す
る
目
的
に
よ
り
改

正
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
年
額
５
０
０

円
の
会
費
で
、
交
通
事
故
が
あ
っ
た
時

に
見
舞
金
を
受
給
で
き
る
交
通
災
害
共

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
等
は
…

納
税
地
を
所
管
す
る
税
務
署
の
管
轄

外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
国
税

に
関
す
る
相
談
等
は
、
最
寄
り
の
税
務

所
で
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
青
森
県
、

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県

の
納
税
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
国
税
に

関
す
る
申
告
・
納
付
等
の
期
限
の
延
長

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
他
の
地
域

の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
交
通
途
絶
等

に
よ
り
申
告
等
が
困
難
な
方
は
、
最
寄

り
の
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

還
付
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
…

す
で
に
申
告
を
お
こ
な
っ
て
い
る
還

付
金
の
支
払
時
期
等
の
確
認
を
さ
れ
る

場
合
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

最
寄
り
の
税
務
署
で
も
納
税
証
明
書

の
交
付
が
可
能
で
す
。

問
合
せ
先

小
牧
税
務
署

蘂
０
５
６
８
ー

７２
ー

２
１
１
１

４
月
か
ら
土
曜
日
の
午
前
中
も
事
務

所
を
開
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
お
仕
事

等
で
平
日
に
ご
相
談
で
き
な
か
っ
た
方

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

開
所
時
間

▽
月
曜
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分

か
ら
５
時
１５
分

▽
土
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

０
時
３０
分
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大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

94
―

2
2
2
7

蘂

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

交
通
災
害
共
済
見
舞
金
の
増
額

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
へ

役
場
／
税
務
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
２
２

蘂

新入学児の安全を願って

３
月
９
日
貉
、
商
工
会
女
性
部
が

役
場
を
訪
れ
、
交
通
安
全
の
お
守
り

２
５
０
体
と
交
通
安
全
啓
発
用
と
し

て
タ
オ
ル
３
０
０
枚
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

お
守
り
は
、
今
春
町
内
の
小
学
校

に
進
学
す
る
児
童
が
安
全
に
登
下
校

で
き
る
よ
う
に
女
性
部
員
が
手
作
り

し
た
も
の
で
、
各
小
学
校
を
通
じ
て

新
入
学
児
童
に
配
ら
れ
ま
す
。



地
球
の
ス
テ
ー
ジ

町
民
会
館

3
13
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂蘂95-1111 内線11795-1111　内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

3
19
土

第
２４
回

桜
並
木
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ

日

世
界
各
地
の
貧
困
・
紛
争
・
災
害
地
域

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医
療
活
動
を
続
け

て
い
る
医
師
の
桑
山
紀
彦
さ
ん
が
、
自
ら

撮
影
し
た
映
像
と
音
楽
、
語
り
で
伝
え
る

コ
ン
サ
ー
ト
『
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
』（
５

回
目
の
開
催
）
が
町
民
会
館
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

桑
山
さ
ん
の
活
動
拠
点
は
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
、
宮
城
県
名
取
市
。
予
定
さ

れ
て
い
た
「
ス
テ
ー
ジ
５
〜

果
て
な
き

地
平
線
〜
」
は
、
急
き
ょ
「
災
害
復
興
特

別
編
」
に
変
更
さ
れ
、
地
震
発
生
か
ら
８

日
間
の
間
に
、
被
災
地
で
起
き
て
い
る
現

実
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
と
い
う
階
段
を
一
段
ず
つ
乗
り
越
え
よ

う
と
し
て
い
る
被
災
者
の
方
々
。
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

『
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
ブ

ロ
グ
（http://blog.e-

stageone.org/
）』
で

は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
映

し
出
さ
れ
な
い
被
災
地

の
様
子
が
毎
日
更
新
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

▲義援金の募金活動もおこなわれました

▲応援メッセージを書きました

▲ウォーキングコースの参加者

▲海水が引かない田んぼ

今
年
も
桜
並
木
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
お

こ
な
わ
れ
、
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
キ
ロ
・
３
キ
ロ
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
、
１.８
キ
ロ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
３

コ
ー
ス
に
、
５
９
６
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

参
加
者
は
号
砲
と
と
も
に
勢
い
よ
く
走
り

だ
し
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
桜
の
開
花

間
近
の
五
条
川
沿
い
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。今

回
の
桜
並
木
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
は
、

直
近
に
起
き
た
地
震
の
被
災
者
に
向
け
て
ゼ

ッ
ケ
ン
に
喪
章
を
つ
け
、
義
援
金
の
募
金
活

動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援
金

（
３
万
３
０
７
０
円
）
は
、
大
口
町
共
同
募

金
委
員
会
を
通
し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



平成23年5月号 33

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
『
結
』
内
覧
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
共
生
ホ
ー
ム

結
」

3
13

日

3
28

月

第
６
回

ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

ふ
れ
あ
い
１
で
第

６
回
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
ま
し
た
。

大
口
町
を
は
じ
め
近
郊
市
町
の
幼
稚
園

児
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
出
演
者
が
ド

レ
ス
ア
ッ
プ
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」「
シ
ョ
パ
ン
」

「
バ
ッ
ハ
」
等
の
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

純
粋
な
ピ
ア
ノ
の
音
と
感
性
豊
か
な
演

奏
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

『
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整
備
事

業
助
成
金
』
を
受
け
改
修
工
事
を
進
め
て

き
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
共
生
ホ
ー
ム

結
』

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
、
４
月
１
日
貊

の
開
所
前
に
内
覧
会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。民

家
を
改
修
し
た
施
設
は
、
玄
関
は
手

す
り
を
付
け
、
段
差
を
な
く
す
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
。
室
内
は
多
目
的
室
や
機
能

訓
練
室
が
あ
り
ま
す
が
、
畳
や
建
具
な
ど

は
昔
な
が
ら
の
造
り
を
残
し
て
あ
り
、
わ

が
家
に
い
る
よ
う
な
家
庭
的
な
雰
囲
気
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
障
が
い

が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
一
緒
に
ケ
ア
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。「
見
学
は

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
」
と
代
表
の
水
野
さ
ん
。

▲問合せ先 090-7020-6048（水野）



幼児・児童がすこやかに育
ち、子育てに夢と希望が持て
るようお手伝いします。

障がい児（者）の人権を尊重
し、福祉サービスの提供や見
守りなどの協力をしていきま
す。

高齢者が災難や被害にあわ
ないように見守りつつ、健康
に暮らせるための介護予防
に協力支援します。

民生委員・児童委員は民生委員・児童委員は
あなたの心配事をあなたの心配事を

解決するお手伝いをします。解決するお手伝いをします。

民生委員・児童委員は
あなたの心配事を

解決するお手伝いをします。

お困りのことがありましたらお困りのことがありましたら
お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。
お困りのことがありましたら
お気軽にご相談ください。

安心して相談できる安心して相談できる
ボランティアです。ボランティアです。
安心して相談できる
ボランティアです。

初めの一歩は、話し相手から！！
地域には「あなた」を応援する民生委員・児童委員がいます

1人で悩んでいないで、どんな小さなことでも一緒に考えましょう。
私たちは、適切な関係機関・専門機関への橋渡しをします。

木木木木

例えば…
・子育ての不安
・障がい児（者）に

関すること
・高齢者の介護に

関すること
・災害時の不安

など

気軽にご相談ください気軽にご相談ください気軽にご相談ください気軽にご相談ください気軽にご相談ください
※秘密は守られます

木

問合せ先 ほほえみプラザ1階 福祉こども課 蘂94-1222

平成23年5月号34



平成23年5月号 35

このたび「東日本大震
災」により被害を受けら
れたみなさまには心より
お見舞い申し上げます。
大口町共同募金委員会
と日本赤十字社大口町
分区では、町内の公共
施設10か所に募金箱を
設置しておるんじゃ。皆
様のご協力をお願いし
ますのじゃ。
みんなでがんばろう

にっぽん！！

毎
週
日
曜
日
は
野
球
！

仙
田

将
康
さ
ん
（
下
小
口
）

Ｈ
元
・
6
・
１０
生

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
！

地
元
の
野
球
チ
ー
ム
「
ギ
ャ
ン

ブ
ラ
ー
ズ
」
に
入
っ
て
い
て
、
毎

週
日
曜
日
に
集
ま
り
、
楽
し
く
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。
元
野
球
部
員

が
中
心
な
の
で
結
構
実
力
が
あ
っ

て
、
大
口
町
の
大
会
で
優
勝
し
た

こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

球
技
な
ら
な
ん
で
も
好
き
で
、

興
味
が
あ
れ
ば
す
ぐ
や
っ
て
み
る

タ
イ
プ
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ

ビ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
経
験
も
あ

り
ま
す
が
、
一
番
長
く
続
け
て
い

る
の
は
や
っ
ぱ
り
野
球
で
す
ね
。

野
球
の
ど
こ
が
好
き
か
と
聞
か
れ

て
も
分
か
ら
な
い
く
ら
い
、
自
分

に
と
っ
て
は
身
近
で
当
た
り
前
の

も
の
な
ん
で
す
。

冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も
行
く

し
、
ゴ
ル
フ
も
始
め
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
多
少
の
費
用
が
掛
か
る
の

で
、
大
学
に
通
い
つ
つ
、
飲
食
店

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
か
け
も
ち
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
、
焼
肉
店

は
も
う
５
年
目
で
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
の
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
店
長

〜
！
」
な
ん
て
呼
ば
れ
て
ま
す

（
笑
）

運
動
神
経
は
両
親
譲
り
。

家
族
は
両
親
と
姉
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
５
人
家
族
。
父
も
母
も
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
ん
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
教
え

て
く
れ
た
両
親
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。

取
材
に
て

と
て
も
素
直
な
雰
囲
気
。
人
懐

っ
こ
い
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
度
の
震
災
で
、
あ
る
漁
師
の
方
が

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

「
私
は
人
生
で
２
度
の
大
津
波
に
遭
い
、

今
回
の
大
震
災
で
ま
た
家
が
流
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
私
は
こ
の
土
地
か
ら
離
れ
な

い
。
ま
た
家
を
建
て
る
。
こ
の
土
地
で
死

ぬ
の
が
本
望
だ
か
ら
」
こ
の
方
は
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
自
然
と
一
体
と
し
て

生
き
て
き
た
し
、
こ
の
先
も
そ
の
覚
悟
な

の
で
す
。
生
き
る
事
の
覚
悟
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

別
の
地
区
で
は
、
一
つ
の
町
が
、
ご
っ

そ
り
と
海
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
瓦
礫
の
山
と
化
し
た
小
学
校
を
呆
然

と
見
つ
め
て
い
た
お
年
寄
り
は
、「
子
ど

も
た
ち
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
町
に

将
来
は
無
い
」
と
弱
々
し
く
つ
ぶ
や
く
の

で
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
団
の
若
者
が
瓦
礫
の
山

か
ら
見
つ
け
だ
し
た
１
枚
の
航
空
写
真
に

は
、
被
災
前
の
町
の
様
子
が
写
し
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
町
の
人
々
が
集
ま
り
「
ウ

チ
の
工
場
が
写
っ
て
い
る
」
と
か
「
焼
き

増
し
を
し
て
避
難
所
の
皆
に
配
ろ
う
」
と

盛
り
上
が
る
片
隅
で
、
先
ほ
ど
の
お
年
寄

り
が
娘
ほ
ど
の
若
い
リ
ポ
ー
タ
ー
に
向
か

っ
て
言
う
の
で
す
。「
あ
ん
た
、
１０
年
後

に
も
そ
の
仕
事
を
続
け
て
い
た
ら
も
う
一

度
こ
こ
に
来
て
く
れ
。
そ
の
時
ま
で
に
は

…
」
あ
と
の
言
葉
は
良
く
聞
き
取
れ
な
か

っ
た
が
、
瞳
の
奥
に
は
復
興
に
む
け
て
の

輝
き
が
戻
っ
て
い
た
。

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
２２
話

老
人
と
海

△Timeからひとつまみ

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.202

▲ギャンブラーズ優勝！



〇
月
×
日

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き

な
涼
ち
ゃ
ん
。
保
育
園
の
お
迎
え
に

行
く
時
は
玄
関
か
ら
「
あ
や
ち
ゃ
ー

ん
！
」
っ
て
叫
ん
で
る(

笑)

。

「
パ
パ
」
や
「
マ
マ
」
よ
り
先
に

「
あ
や
ち
ゃ
ん
」
っ
て
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
く
ら
い
だ
も
ん
ね
！

〇
月
×
日

春
か
ら
マ
マ
が
職
場
復

帰
の
為
、
今
日
か
ら
涼
ち
ゃ
ん
保
育

園
デ
ビ
ュ
ー
！

朝
マ
マ
と
離
れ
る

時
も
意
外
に
平
気
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、

一
回
も
泣
か
ず
に
楽
し
く
遊
ん
で
た

っ
て
先
生
に
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
！

綾
ち
ゃ
ん
の
お
迎
え
で
毎
日
保
育
園

に
来
て
い
た
か
ら
か
な
。
綾
ち
ゃ
ん

の
時
は
慣
れ
る
ま
で
毎
朝
泣
い
て
大

変
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
調
子
で
い
っ

て
く
れ
た
ら
助
か
る
な
♪

〇
月
×
日

テ
レ
ビ
を
見
て
踊
る
の

が
好
き
な
２
人
。
離
れ
て
い
て
も
、

踊
り
だ
す
と
必
ず
お
姉
ち
ゃ
ん
の
隣

に
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
く
涼
ち
ゃ
ん
。

な
ん
で
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
が
い

い
ん
だ
ね
。
こ
の
ま
ま
仲
良
し
で
、

元
気
に
の
び
の
び
育
っ
て
ね
♪

こ
の
春
小
学
校
へ
入
学
し
た
息
子
は
、
毎
日

が
新
鮮
な
よ
う
で
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
に
元
気
に
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
片
道

４０
分
か
か
り
ま
す
が
、
歩
く
の
が
嫌
い
な
息
子

に
と
っ
て
は
、
丁
度
足
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
よ

い
距
離
で
す
（
笑
）。

（
か
こ
）

週
３
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
早
１
か

月
。
運
動
不
足
で
凝
り
固
ま
っ
て
い
た
体
も
、

少
し
ず
つ
油
が
ま
わ
る
よ
う
に
ほ
ぐ
れ
て
き
た

実
感
が
あ
り
ま
す
。
続
け
る
ぞ
〜
！

（
た
か
）

Ｇ
Ｗ
の
過
ご
し
方
を
考
え
て
お
か
な
い
と
、
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
思
い
切

っ
て
断
捨
離
し
て
、
家
中
の
模
様
替
え
を
し
よ
う

か
な
♪

あ
く
ま
で
も
目
標
で
す
が
…
。（
す
も
も
）

地域振興課 蘂95-1111 内線117 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,126人 男性 11,246人（前月比 －20人）
（4月1日現在） 女性 10,880人（前月比 － 2人）
世帯数 7,869世帯（前月比 ＋1世帯）
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編 集 広報編集委員会・大口町NPO登録団体ZOOM・地域振興課

は
じ
め
ま
し
て
。
平
成
２２
年
１１
月

１４
日
生
ま
れ
の
井
上
清
乃
介
で
す
。

毎
日
お
っ
ぱ
い
を
た
く
さ
ん
飲
ん

で
、
よ
く
笑
う
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

男
の
子
で
す
。

朝
は
起
き
て
す
ぐ
に
寝
返
り
を
し

た
り
、
仰
向
け
の
ま
ま
キ
ッ
ク
で
移

動
を
し
た
り
、
ハ
イ
ハ
イ
を
す
る
前

か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

お
風
呂
が
大
好
き
で
、
泣
い
て
い

て
も
服
を
脱
が
せ
る
と
泣
き
や
み
、

お
風
呂
場
で
は
ニ
コ
ニ
コ
。
父
ち
ゃ

ん
の
チ
ク
チ
ク
し
た
ヒ
ゲ
も
大
好
き

で
、
手
に
ジ
ョ
リ
ジ
ョ
リ
さ
れ
る
と

く
す
ぐ
っ
た
く
て
大
爆
笑
。

し
ん
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
は
、
み
ん
な

の
癒
し
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
で

笑
っ
て
暮
ら
し
て
い
こ
う
ね
！

は
じ
め
ま
し
て
。
伊
藤
佑
眞
で
す
。

１１
月
８
日
に
２
５
９
０
ｇ
で
誕
生
し

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に

「
優
し
く
て
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

育
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
思
い
で
佑

眞
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
僕
は
と

て
も
活
発
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。
で
も

甘
え
ん
坊
な
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
。
今

の
僕
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
足
の
つ
ま
先

を
持
っ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
こ
と
。
最

近
、
寝
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ば
か
り
。
で
も
１
番
の
楽
し
み
は

お
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
お
父
さ
ん

に
遊
ん
で
も
ら
う
こ
と
な
ん
だ
。

佑
く
ん
、
毎
日
可
愛
い
笑
顔
を
み

せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
沢
山
笑
っ
て
大
き
く
な
っ
て

ね
。

No.642No.643

いとう ゆうま くん いのうえ しんのすけ くん

（
下
小
口
）お

父
さ
ん

伊
藤

昌
平

お
母
さ
ん

紗
世

（
余
野
）お

父
さ
ん

井
上

貴
介

お
母
さ
ん

岬

田
中

な
お
み
さ
ん

綾
乃
ち
ゃ
ん

Ｈ
１８
・
９
・
１３
生

涼
乃
ち
ゃ
ん

Ｈ
２１
・
８
・
２６
生

余野

vol.206
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